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「
小
さ
な
親
切
」運
動
を
テ
ー
マ
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
制
作

「
小
さ
な
親
切
」実
行
章

高
校
生
が
伝
え
る

頼
も
し
い

〝
ち
い
し
ん
〟の
魅
力

子
ど
も
た
ち

　
近
年
、
甲
子
園
出
場
な
ど
野
球
部
の

活
躍
が
記
憶
に
新
し
い
専
修
大
学
松
戸

高
校
。
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
英
語
教

育
な
ど
に
も
力
を
入
れ
る
文
武
両
道
の

進
学
校
で
、
運
動
が
発
足
し
た
昭
和
38

（
１
９
６
３
）年
に
生
徒
会
が
決
議
し

団
体
加
入
し
た＂
親
切
伝
統
校
〟で
も

あ
り
ま
す
。
校
内
に「
小
さ
な
親
切
」

運
動
委
員
会
を
設
け
、
長
年
に
わ
た
り

募
金
活
動
や
地
域
の
清
掃
活
動
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

放
送
部
は
今
年
、「
第
36
回
千
葉
県

高
等
学
校
文
化
連
盟
放
送
コ
ン
テ
ス

ト
」に
挑
戦
す
る
に
あ
た
り
、「
小
さ

な
親
切
」運
動
を
テ
ー
マ
に
し
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
出
品
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。「
小
さ
な
親
切
」運
動
は

生
徒
た
ち
に＂
ち
い
し
ん
〟と
呼
ば
れ

る
ほ
ど
親
し
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
一

般
的
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
た

め
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
と
の
こ
と
。

　
さ
っ
そ
く
同
じ
市
内
で
活
動
を
す
る

松
戸
支
部
へ
取
材
を
申
し
込
み
、
事
務

局
の
あ
る
松
戸
商
工
会
議
所
で
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
学
生
時
代
は
放
送
部
だ
っ
た
と
い
う

渡
邉
代
表
。
し
か
も
娘
さ
ん
が
同
校
の

卒
業
生
と
い
う
ご
縁
も
あ
り
、
和
気
あ

い
あ
い
と
取
材
が
ス
タ
ー
ト
。
と
は
い

え
、
い
ざ
カ
メ
ラ
を
向
け
ら
れ
る
と
緊

張
し
て
し
ま
い
、
少
し
言
葉
に
詰
ま
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
気
に
す
る
渡
邉
代

表
に
、
田
中
さ
ん
は「
大
丈
夫
で
す
。

そ
の
方
が
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
感
じ

が
出
て
い
い
で
す
よ
」と
、
優
し
い
言

葉
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
埼
玉
県
か
ら
通
学
す
る
山
本

さ
ん
は
、
小
学
生
の
時
に
姉
妹
で「
小

さ
な
親
切
」作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募

し
、
入
賞
し
た
思
い
出
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
徐
々
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
雰
囲
気
に
な
り
、
無
事
撮
影

は
終
了
。

　
ま
ず
は
11
月
下
旬
、
千
葉
県
の
コ
ン

テ
ス
ト
に
出
品
し
、
優
秀
作
品
は
全
国

大
会
へ
と
進
み
ま
す
。

　
本
誌
が
発
行
さ
れ
る
頃
は
、
動
画
編

集
の
最
後
の
追
い
込
み
で
し
ょ
う
か
。

高
校
生
の
若
い
感
性
が
ど
の
よ
う
に

「
小
さ
な
親
切
」運
動
を
伝
え
て
く
れ

る
の
か
、
私
た
ち
も
楽
し
み
で
す
。
健

闘
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

「
活
動
を
す
る
上
で
、
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
」

「
ぼ
く
た
ち
高
校
生
に
で
き
る
親
切
は
何
で
す
か
」と
、

松
戸
支
部（
事
務
局
：
松
戸
商
工
会
議
所
）の
渡
邉
千
代
子
代
表
に

マ
イ
ク
を
向
け
て
い
る
の
は
、
専
修
大
学
松
戸
高
等
学
校（
千
葉
県
）
２
年
、

放
送
部
の
田
中
陽
太
郎
さ
ん
。
１
年
生
の
山
本
優
稀
さ
ん
は
、

カ
メ
ラ
の
角
度
、
音
声
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
撮
影
を
見
守
り
ま
す
。

「
小
さ
な
親
切
」実
行
章
の
推
薦
に
、

小
中
高
校
生
の
親
切
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
人
が
多
い
中
、
出
会
っ
た
瞬
間
に
感
じ
た

「
ど
う
し
た
の
か
な
？
」を
行
動
に
移
し
、
声
を
か
け
、

問
題
に
対
処
す
る
子
ど
も
た
ち
。

今
や
大
人
た
ち
の
手
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
右
か
ら
）渡
邉
代
表
、田
中
さ
ん
、山
本
さ
ん
、

顧
問
の
石
倉
先
生

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子

危機一髪

何かおかしい

優しい気遣い

熱中症に気をつけろ

宮崎県　都城工業高校１年
德永脩汰・城村慎之介・中村直翔・松村蓮聖

福岡県　県立行橋高校２年
大迫哉太

群馬県　富岡市立西中学校１年
磯貝裕月

山口県　美祢市立美東中学校３年
吉冨日梨・前川憂太・伊藤翔・田辺澪菜

　午後７時頃、陸上部の部活を終え自転車で帰宅途
中、４人は道路にうずくまる女性を発見しました。
いったん通り過ぎたものの「様子がおかしい。心配
だな」と話し合い、戻って声をかけると、女性は泣
きながら通話していたスマホを置いて、なんと橋に
向かい突然走り出し、川へ飛び降りようとしたので
す。欄干に足をかけ身を乗り出す女性を必死に３人
でなんとか引き止め、一人は110番へ通報。無事、
駆けつけた警察官に引き渡すことができました。
　４人は、「とても怖かった。助かって安心した」と
胸をなでおろしました。

　夜９時過ぎ、買い物を終え家に向かっていた大
迫さんは、高齢女性から「ここは〇〇ですか」と声
をかけらえました。でも、その住所は３キロ以上
も離れたところです。もしかして認知症ではと疑
い、保護し安全な場所へ誘導していると、高齢女
性に娘さんから電話が。大迫さんは状況を説明し、
所在地の分かる近くのドラッグストアまで付き添
い、娘さんの通報を受けて駆け付けた警察官に引
き渡しました。
　暗い夜道では交通事故などの危険性もあるため、
家族から大変感謝されました。

　通学途中のこと。磯貝さんは、けがをしている
小学１年生に出会いました。痛そうな様子をみて、
けがの応急措置を行い、そしておんぶして学校ま
で送り届けてあげました。学校に着くと、先生に
事情を説明して名も告げずに中学校へ向かった磯
貝さん。その姿に感動した先生が中学校に連絡し、
磯貝さんの親切が判明しました。

　修学旅行先の京都で市内散策をしていた４人は、
住宅街をふらつきながらはだしで歩く高齢女性に
遭遇しました。倒れては大変と体を支え、熱中症
にならないように水を買って飲ますとともに、通
りがかった人に警察への通報を依頼。警察官が到
着するまで、団扇で仰ぎながら手を握り、声をか
け励まし続けました。
　自分たちでできることに最善をつくした４人に
とって、忘れられない修学旅行の思い出となりま
した。


